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特殊ガス設備日常点検要領
本点検は、毎日実施すること。

なお、高圧ガス容器の交換時にも同様の点検作業を実施する。
１　共通事項

（１）ボンベ置場の換気状態に支障がないこと。また、施錠ができること。

（２）ボンベ置場に消火設備（消火器等）が完備され、所定の位置にあること。

（３）ボンベ置場より2m以内に火気がないこと。引火性もしくは発火性の物を置いていないこと。

（４）ボンベ置場に、本設備に使用される容器又は交換用容器、作業用具及び消火器以外の物品が放置されていないこと。

（５）バルブ類に、「開」又は「閉」の表示札がついていること。

２　液化アルゴンガスマニホールド

（１）外観上に損傷、腐食、ボルトの緩み等がないこと。

（２）配管・継手・フレキシブルホース連結導管にねじれ・凹み・折れがないこと。

（３）左右どちらを使用中かを確認し、使用側・待機側の残量が正常であること。

（４）各機器においてガス漏れの音がしないこと。

（５）圧力計の指示値が正常範囲内であること。

（６）減圧弁の二次側圧力計の針が0～0.99MPa範囲内であること。

（７）LGCはしっかり保持され、チェーン等がゆるんでいないこと。

（８）LGCから蒸発器出口までに通常とくらべて異常な霜付きがないこと。

（９）各機器において異常なガス流音又は異常音（振動・キーンといった高音等）がないこと。

（１０）安全弁からの吹き出し音がないこと。

３　水素ガス供給設備

（１）外観上に損傷、腐食、ボルトの緩み等がないこと。

（２）連結管と容器バルブの接続部に漏れがないこと。

（３）圧力計の指示値が正常範囲内であること。

（４）減圧弁の二次側圧力計の針が0～0.99MPa範囲内であること。

（５）マノスターデジタルセンサの数値が、適正レンジに入っていること。

（６）左右どちらを使用中かを確認し、使用側・待機側の残量が正常であること。

（７）容器はしっかり保持され、チェーン等がゆるんでいないこと。
